
                  

◎
「
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
見
え
ず
」 

各
事
業
は
秋
以
降
に
順
延
！ 

梅
雨
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は

益
々
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え
ず

や
や
も
す
る
と
被
れ
さ
え
感
じ
る
昨

今
、
唯
一
の
救
い
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
望
み
の
綱
で
あ
り
ま
す
。
支
部
の

定
期
総
会
も
書
面
議
決
、
各
事
業
も

秋

以

降

に

順

延

を

余

儀

な

く 
 

 
 

 

と
成
っ
て
い
て
向
か
う
先
が
見
え
ず
、

そ
の
上
に
変
異
種
、
イ
ン
ド
型Δ

株

が
東
京
等
で
拡
が
っ
て
い
る
情
勢
で

す
。 

◎
「
高
島
通
信
」
原
稿
募
集
中
！ 

５
月
１
８
日
の
支
部
役
員
会
で
例

年
２
回
行
っ
て
い
るG

・G

大
会
と

剪
定
作
業
は
会
員
皆
様
が
参
加
頂
け

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
秋
以
降
に
先

送
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
支
部
一

の
通
信
機
関
「
レ
イ
大
高
島
通
信
」

に
各
会
員
様
か
ら
広
く
投
稿
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
決
定
。
コ
ラ
ム
・
川

柳
・
短
歌
・
詩
・
俳
句
・
写
真
な
ど
、

常
日
頃
思
っ
て
お
ら
れ
る
事
を
文
字

等
で
表
し
て
原
稿
を
頂
き
た
く
思
い

ま
す
。
原
稿
は
地
区
役
員
さ
ん
に
渡

し
て
頂
く
か
、
ま
た
は
小
生
：
新
旭

町
太
田 

清
水
良
秋
ま
で
郵
便
、
メ

ー
ル
に
て
送
付
願
い
ま
す
。 

送
付
先 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

yo
s
h

ia
k
is

h
im

iz
u

7
0

@
g
m

e
il.c

o

m
  

◎
令
和
３
年
度
「
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ

ィ
ア
大
学
同
窓
会
」
定
期
総
会 

５
月
２
６
日(

水)

県
立
長
寿
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
教
室
（
コ
ロ
ナ
禍

の
為
、
一
部
形
式
変
更
）
に
て
開
催 

出
席
者
２
７
名
・
リ
モ
ー
ト
出
席
者

１
８
名 

計
４
５
名 

物
故
者
（
昨
年
度
２
２
名
）
の
黙
祷

等
の
後
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
や
、

今
年
度
の
事
業
計
画
等
の
議
案
が
審

議
さ
れ
採
決
結
果
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
の
活
動
計
画
と
し

て
・
同
窓
会
創
立
４
０
周
年
記
念
事

業
の
取
り
組
み
や
・
機
関
紙
会
報
「
つ

な
が
り
」
の
年
２
回
発
行
の
継
続
等

が
提
案
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
部
常
任
理
事
会
議
事
録
よ
り 

◎
４
３
期
学
生
募
集
中 

令
和
３
年
１
０
月
入
学 

入
学
願
書
受
付 

 

６
月
１
日
～
８
月
１
０
日 

「
６
０
歳
以
降
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
関
心
の
あ
る
方
」
へ
の
勧
誘
お
願

い
し
ま
す
。 

◎
４
０
周
年
記
念
事
業
予
定
～ 

①
支
部
対
抗G

G

大
会 

９
月
２
２
日(

水) 

長
浜
ド
ー
ム 

②
式
典 

１
０
月
８
日(

金)

℄ 

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

③
広
報 

４
０
周
年
記
念
号
発
行 

◎
第
１
３
回
地
域
活
動
事
例
発
表
会

コ
ロ
ナ
禍
で
の
発
表
、
内
容
検

討
し
、
１
１
月
開
催
予
定 

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会高島支部 
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○
米
寿
慶
祝 

竹
下
彰
子
様 

（
２
３
期
生
活
学
科
卒
） 

 

「
大
御
船
泊
て
て
さ
も
ら
ふ
高
島
の

三
尾
の
勝
野
の
渚
し
思
ほ
ゆ
」
の
万

葉
の
歌
碑
が
、
私
が
現
在
住
ん
で
い

る
、
旧
高
島
町
勝
野
の
西
町
か
ら
徒

歩
５
分
位
の
港
（
大
溝
漁
港
）
に
建

造
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環

境
か
ら
か
、
か
つ
て
大
溝
城
の
城
下

町
と
し
て
栄
え
て
き
た
街
を
ガ
イ
ド

す
る
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

を
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
年
数
回

は
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

暖
か
い
季
節
、
朝
は
６
時
頃
に
起

床
し
、
夜
は
十
時
ご
ろ
に
就
寝
し
ま

す
。
夏
場
、
子
ど
も
の
ラ
ジ
オ
体
操

に
参
加
し
た
り
、
自
治
会
の
サ
ロ
ン

に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
定
期
的
に
萩
の
浜
荘
へ
、
火

曜
と
木
曜
の
週
２
回
デ
ィ
サ
ー
ビ
ズ

に
朝
９
時
～
夕
方
４
時
頃
ま
で
、
そ 

こ
で
ゲ
ー
ム
や
ぬ
り
絵
、
百
人
一
首
、

ト
ラ
ン
プ
、
体
操
、
お
風
呂
の
入
浴

な
ど
で
一
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
時
期

で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
詩
吟
で
師
範

を
し
て
お
り
、
大
阪
ま
で
通
っ
て
い

ま
し
た
し
水
墨
画
な
ど
を
た
し
な
み
、

出
来
る
だ
け
頭
と
体
を
使
う
よ
う
に 

心
掛
け
て
き
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し

た
後
は
、
色
ん
な
所
へ
出
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

◎
生
物
多
様
性
と
経
済
活
動
に
つ
い

て 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
澤
幸
夫
様 

2
0

2
1

.0
5

.2
2

 

（
３
８
期
園
芸
学
科
卒
） 

 

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
「
生
物
多
様

性
と
経
済
活
動
」(2

0
2

1
.0

5
.2

2
)

の
記
事
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
述

べ
ま
す
。
以
下
は
記
事
か
ら
抜
粋
で

す  

５
月
２
２
日
は
、
国
連
が
定
め

た
「
国
際
生
物
多
様
性
の
日
」
で

す
。
人
や
モ
ノ
に
加
え
、
き
れ
い
な

水
や
豊
か
な
森
、
海
な
ど
、
生
物
多

様
性
の
恵
み
を
き
ち
ん
と
会
計
に
組

み
入
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
経

済
活
動
に
は
欠
か
せ
な
い
。G

D
P

は
生
物
多
様
性
の
劣
化
を
考
慮
し
て

お
ら
ず
、
持
続
可
能
な
社
会
作
り
の

指
標
と
し
て
は
不
適
切
で
す
。
我
々

は
貴
重
な
蓄
え
を
食
い
つ
ぶ
し
な
が

ら
「
繁
栄
」
を
享
受
し
て
い
る
。

1
9

9
2

～2
0

1
4

年
の
間
に
、
生

物
多
様
性
の
恵
み
は
一
人
あ
た
り
約

４
割
も
減
少
。
保
全
に
投
じ
ら
れ
る

資
金
は
、
政
府
や
民
間
な
ど
を
合
わ

せ
て
も
年
間
数
百
億
ド
ル
な
の
に
、

環
境
に
有
害
な
補
助
金
は
最
低
で
も

同
５
千
億
ド
ル
に
な
る
と
い
う
。
対

策
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
お
金
の
流

れ
を
変
え
、
環
境
負
荷
が
大
き
な
肉

か
ら
植
物
性
食
品
へ
の
移
行
な
ど
を

勧
め
る
。
失
っ
た
後
で
回
復
さ
せ
る

の
は
、
今
あ
る
も
の
を
保
全
す
る
よ

り
高
く
付
く
。 

以
上
抜
粋
終
わ
り 

 

重
要
な
事
は
経
済
的
に
考
え
て
事

後
処
理
よ
り
事
前
対
策
の
ほ
う
が
有

利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
も

広
が
っ
て
か
ら
対
処
す
る
よ
り
、
広

が
る
前
に
対
策
す
る
方
が
費
用
は
安

上
が
り
に
な
る
。
ワ
ク
チ
ン
投
与
は

ま
さ
に
こ
の
考
え
方
だ
。
マ
ス
ク
等

の
対
策
を
す
る
の
も
経
済
的
に
有
効

な
処
置
で
す
。
今
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
並
ん
で
世
界
的
に
最
重
要

問
題
で
あ
る
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

も
同
じ
考
え
方
が
成
り
立
つ
。
日
常

生
活
に
つ
い
て
も
こ
の
考
え
方
を
常

に
持
ち
た
い
も
の
で
す
。 
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 ◎
防
災
レ
ポ
ー
ト
３ 

 

自
分
自
身
と
身
近
な
人
の
命
を
守

る
た
め
の
施
策
の
１
つ
と
し
て
各
家

庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
高
島
市
総

合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
開
い
て
み
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
４
ペ
ー
ジ
の
「
河
川
の

水
位
情
報
」
が

2
0

1
6

年
８
月
１
日

に
変
更
さ
れ
、
避
難
情
報
に
つ
な
が

る
危
険
水
位
が
よ
り
低
い
水
位
に
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
５
ペ
ー

ジ
の
「
避
難
情
報
の
種
類
と
取
る
べ

き
行
動
」
が
今
年
の
５
月
２
０
日
に

変
更
さ
れ
「
高
齢
者
等
避
難
」
と
「
避

難
指
示
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
自

然
災
害
が
接
近
時
に
は
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
た
ら
躊
躇
せ
ず
す
ぐ
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
細

部
は
市
役
所
３
階
の
「
防
災
課
」
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
平
日
の
１
８
時
３
０
分
か

ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
お
う
み

6
3

0

」
で
放

送
さ
れ
る
「
し
が
防
災
応
援
団
」
も

面
白
く
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

防
災
士 

３
７
期
琵
琶
湖
環
境
学
科 

川
尻
氏
提
供 

                     

◎
短
時
間
豪
雨
対
策
と
は 

 

令
和
３
年
７
月
、
今
年
も
静
岡
県

熱
海
市
を
は
じ
め
、
九
州
、
中
国
地
方

全
国
各
地
で
水
害
、
土
石
流
等
の
甚

大
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。 

          

 

昨
年
高
島
で
も
大
き
な
災
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
災
害
の
報
道
が
あ
っ
て
も

「
対
岸
の
火
事
」
で
他
人
事
と
思
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
殆
ど
と
思
い
ま
す
。 

拝
戸
在
住
：
西
村
氏
の
災
害
報
告

書
に
よ
る
と
、
連
日
の
梅
雨
の
長
雨

と
短
時
間
豪
雨
に
よ
り
一
気
に
地
表

に
土
石
流
を
発
生
さ
せ
た
と
の
こ
と 

ま
た
、
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ

る
と
「
土
石
流
の
発
生
し
た
一
帯
は

数
百
年
前
に
も
土
石
流
が
あ
り
、
流

れ
て
き
た
土
砂
が
止
ま
っ
て
堆
積
し

た
場
所
に
あ
た
る
」
と
指
摘
し
、
大
雨

で
堆
積
物
が
再
度
浸
食
さ
れ
、
土
石

流
に
な
っ
た
と
分
析
し
ま
し
た
。 

 
 

一
つ
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
大
変
大

き
な
も
の
を
失
い

ま
す
。
し
か
し
「
失

う
も
の
あ
れ
ば
、
得

る
も
の
も
あ
る
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
安
穏

と
暮
ら
す
だ
け
で

は
な
く
、
地
震
や
最

近
の
異
常
気
象
・
気
象
変
動
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
住
ま
い

の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
チ
ャ

ン
ス
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

編
集
後
記 

 

今
回
皆
様
方
か
ら
多
く
の
原
稿
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

梅
雨
明
け
後
、
い
よ
い
よ
「
東
京

2
0

2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

 

選
手
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｙ
・
Ｍ
） 

パソコン年輪 

空撮部写真 提供 

令和２年７月８日発生の土石流 

高島市上拝戸：和田打川支流付近 

上の写真の左上部から土石流が発生

下方の赤線部分で囲った集落へ土砂

石礫、岩石が流入し床上浸水も発生 

高島市上拝戸：和田打川支流付近 

（西村忠員氏報告書 資料提供） 

新旭町太田の道路冠水 


